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年号：1957年 

月日：7月 25日～28日 

災害名：諫早豪雨（諫早大水害）の概要 

 

本明川位置図 

 

 

 

  

出典：国土地理院 

本明川
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【諫早豪雨（諫早大水害）の概要】 

・昭和 32 年 7 月 23 日に九州南部まで南下していた梅雨前線が 24 日から 25 日早朝にかけ

て北上を始め、次第に活動を活発にしながら一旦長崎県北部まで北上し、さらに南下し

て諫早、熊本、延岡を結ぶ線に達し、停滞した。 

・その上南西方向から温風が突入し、その先端が諫早上空に達し、諫早市が豪雨に見舞わ

れ、1970箇所で山崩れが起きるなど（長崎県全体）甚大な被害が生じた。 

 

▼諫早豪雨（諫早大水害）による諫早市の被災状況 

死者、行方不明者 死者 494 名、行方不明者 45 名 

負傷者 1,476 名 

流失及び全半壊戸数 1,302 戸 

床上浸水 2,734 戸 

床下浸水 675 戸 

田畑の流失･埋没、崩壊 805 町 

出典：本明川水系河川整備計画（変更）（平成 28 年 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 長崎県] 
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【諫早豪雨（諫早大水害）の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本明川水系河川整備計画（変更）（平成 28 年 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 長崎県] 

▲流木が堆積した眼鏡橋 ▲被災した諫早市街地 

▲浸水した小野島地区 

▲本明川上流沿川（湯野尾町）の流失した家屋 

▲八天町の倒壊した家屋群 

▲湯野尾町中島付近の流失した水田 
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【諫早豪雨（諫早大水害）の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：長崎工事 五十年のあゆみ[建設省 長崎工事事務所（昭和 57年 3 月）] 

▲眼鏡橋両岸の流失状況 ▲7 月 26 日朝の小野島新地付近 

▲逃げ遅れた人の救出 ▲孤立した屋根上から 
助けを求める人 

▲空から見た多良岳の山崩れあと 

▲本野大林付近の山津波のあと 

▲激流に削りとられた本明川上流 

▲流失した本野小学校あと 

▲7 月 26 日朝の小野島町付近 
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▲被災時の時系列等 

 

出典：諫早大水害 60 年写真集・体験者談[国土交通省長崎河川国道事務所 諫早市（2017年 7 月）] 
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【昭和３２年７月本明川洪水痕跡標：長崎県諫早市高城町】 

・諫早豪雨（諫早大水害）によって諫早市内の「高城公園」沿いに「本明川洪水痕跡標」

と「いのりと書かれた乙女像」が建っている。並べて設置されている陶板には、水害被

災写真や被災状況に加え、被災者による当時の状況が記録されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲本明川洪水痕跡標の位置（長崎県諫早市高城町） 

▲本明川洪水痕跡標（左）と乙女像（右） 

本明川洪水痕跡標 

令和 3年 2 月 22 日撮影 
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■諫早大水害陶板より「15歳の思い出」山村和枝 

その夜、私は夢中になって本を読んでいた。すると足の不自由な父が、「はき物が庭

を流れて行きよっぞ！」と言ったので、みんなびっくりして外を見た。「家にいると危

い」と母が言い、近くのたきぎを置いてある小屋に逃げることにした。 

母が父を背負い私が仏様をもって、稲光りを頼りに妹と弟を連れ、はだしで家を出た。

石ころだらけの山道、水はひざまである。妹は歩けないと言って泣く。母が私の名を呼

ぶのでもどって見ると、父の重みに耐え兼ねて地面に降ろしている。父は水の中を猫の

ように、はいながら進む。１m ぐらいの石がきを私と妹が上から手を引き、母が下から

押し上げた時は、うれしかった。 

父と母を途中の竹山に残し、私たちはたきぎ小屋にしばらくいたが、小屋が崩れだし

たので、また 30分ほど歩いて近所の家に着き、夜を明かした。道の途中で何回も、仏様

にお参りをした。 

私たちは父母が心配でたまらなかった。父母は私たちが流されないかと、とても心配

したそうだ。 

隣のおばさんの家では、母子三人が流された。かわいそうでたまらなかった。 

令和 3年 2 月 22 日撮影 
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【昭和３２年７月水害復興記念碑：長崎県諫早市永昌東町】 

・諫早豪雨（諫早大水害）によって諫早市内の「駅前公園」沿いに「水害復興記念碑」が

建っている。 

・この記念碑は、後世に憂いなき事を希って水神を祀り水神を祠り水害 30周年を記念する

とともに、水害による犠牲者への冥福を祈るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■水害復興記念碑碑文 

仲通り低地帯は、昭和 32 年 7 月 25 日諫早大水害に多くの人命と家財を失い、爾来例

年水禍に脅かされ、茲に地元民は共に語い共に団結して、低地帯の悩みを解決し茲に其

の完成を見、後世に憂いなき事を希って水神を祠り水害 30 周年を記念し（昭和 62 年）

復興碑を建立、犠牲者への冥福を祈るものである。 

 

▲水害復興記念碑の位置（長崎県諫早市永昌東町） 

▲水害復興記念碑 

水害復興記念碑 

資料：川の碑（川の碑編集委員会 編 1997.3.1） 

令和 3年 2 月 22 日撮影 
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【昭和３２年７月水難殉難者供養塔・江川ミキ先生之像：長崎県諫早市城見町】 

・諫早市内の「高城橋」のたもとに「水難殉難者供養塔」が建っている。 

・また、諫早市連合婦人会の初代会長であり、女性の社会参加の促進に尽力された方で、

昭和 32年の諫早大水害による身元引受人のない殉難者の為の納骨堂の建立にも尽力され

た江川ミキ先生を称える像が設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲水難殉難者供養塔の位置（長崎県諫早市城見町） 

▲水難殉難者供養塔 

水難殉難者供養塔 

江川ミキ先生之像 

令和 3年 2 月 22 日撮影 

▲慶巌寺水位表 
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■江川ミキ先生之像碑文 

江川ミキ先生は、明治三十年、諫早町に生まれ、戦後における女性の指導者として、

初代諫早市連合婦人会会長に就任され、地域と一体となった婦人会活動による生活改善

運動を積極的に推進され、また、婦人学校を通じて女性の社会参加の促進に尽力される

とともに、婦人会による奨学金制度の創設、昭和三十二年の諫早大水害による身元引受

人のない殉難者のための納骨堂の建立に努力されるなど、二十五年の永きにわたり諫早

市連合婦人会のゆるぎない発展の基礎づくりと、女性の地位の向上に大きく貢献され、

平成二年諫早市名誉市民の称号を受けられました。 

 

ここに先生の功績を称え、永く後世に伝えるため、本像を建立する。 

（平成二十一年十一月 諫早市連合婦人会） 

 

▲江川ミキ先生之像 ▲江川ミキ先生之像に書かれた碑文 

令和 3年 2 月 22 日撮影 
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【昭和３２年７月諫早大水害洪水水位標：長崎県諫早市八坂町】 

・昭和 32 年 7 月 25 日 25 日の諫早豪雨（諫早大水害）の洪水痕跡を印すものである。（平成

19年 7月 20日建立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲水害復興記念碑の位置（長崎県諫早市八坂町） 

▲諫早大水害洪水水位標 

諫早大水害洪水水位標 

令和 3年 2 月 22 日撮影 
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▼本明川水系既住洪水の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本明川水系河川整備計画（変更）（平成 28 年 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所] 

 

 

 


